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6.平成の足袋産業と足袋蔵の再生・再利用 

 

バブル経済期以降の行田の足袋産業 

バブル経済期には安価な外国産の被服・繊維市場が席巻し、崩壊後には国内の繊維業界全体が急速に衰退

しました。行田市内でもこの影響を受け商店街の空洞化が顕著になると、取り壊される足袋蔵が目立ちました。 

平成 19年には行田足袋商工協同組合が解散しています。行田市内においても昭和 55年から平成 9年まで

は全国の 40%程度を占めていたが、平成 25年には 23.1%に衰退している。事業所の数も昭和 55年の 34

軒から平成 25年には 5軒となってしまいました。 

足袋蔵の再生・再利用。  

近年では足袋の保管倉庫である”足袋蔵の再生”や、”カラフル生地を用いた柄足袋の生産”など行田足袋を

取り巻く環境に変化がでました。最盛期に比べれば生産量や業界の規模こそ大きく縮小したが、伝統技術は今

でも市内の事業所や職人に脈々と受け継がれており、その足袋の歴史は行田の歴史を語るうえで欠かせないも

のとなっています。 

一方、平成 16年(2004)に行田商工会議所のバックアップを受けて『NPO法人行田足袋蔵ネットワーク』が設

立され、足袋蔵などの遊休化した近代遺産を歴史的な価値を生かしながら再生

化しようと活動を始めました。 

具体的には、「蔵めぐりスタンプラリー（蔵めぐりまちあるき）」などのイベントを開催

するとともに、「忠次郎蔵」、「足袋とくらしの博物館」、「牧禎舎」を相次いでオープ

ンさせました。 さらに「高澤家」等を国登録有形文化財への登録

を推進するな どの活動を行いました。そうした動きと呼応するよう

に「はす蔵」な どか次々に開業して、足袋蔵再生の機運が盛り上

がりました。平成25年度より行田市がファンドによる足袋蔵の保存・活用を始めようと「ふるさとづくり事業」を開始。

同事業の補助を受け、平成 26年「NPO 法人行田足袋蔵ネットワーク」が「牧亭舎」の未活用部分を”アーティ

スト・シェア工房”として再活用を始めました。同NPOは平成 28年度にも「牧野本店」を”女性の起業家支援の

インキュベーション店舗施設”として活用しています。また、同年より「足袋のまち行田」活性化推進協議会が設立

され、足袋の新製品の開発、海外等への販路拡大等の事業が推進され始めた。今後、こうした動きが加速して、

まちの活性化に繋がることが期待されます。 

そして、平成 29年(2017)は行田市は「和装文化の足元を支え続ける足袋蔵のまち行田」のストーリーが

県内初の”日本遺産”に認定されました。 

ストーリーの構成資産（文化財）は39件。行田市は、和装文化の足元を支え続ける足袋の産地として、足袋

蔵など歴史的建築物が残る趣きあるまちの景観が評価されました。   



-----------------------------------------平成時代の足袋----------------------------------------- 

平成時代の足袋蔵エピソード①”足袋蔵”という名称 

足袋の倉庫のことを行田の一部の足袋商店では昔から「足袋蔵」と言っていたようですが、公式に使われたのは、

平成元年の NHK 番組が最初です。その後平成 16 年「NPO 法人足袋蔵ネットワーク」が発足し、その活動を

通じて「足袋蔵」という名称が定着してきました。 

平成時代の足袋蔵エピソード②足袋蔵の再生化 

「蔵めぐりスタンプラリー（蔵めぐりまちあるき）」

などのイベントを開催するとともに、『忠次郎蔵』、

『足袋とくらしの博物館』、『牧禎舎』を相次いで

オープンさせました。さらに『忠次郎蔵』、『武蔵野銀行行田支店』、『高澤家』、『十万石行田本店』、『彩々亭』、

『大澤蔵』の国登録有形

文化財への登録を推ん進

するなどの活動を行いました。

そうした動きと呼応するように『足袋蔵ギャラリー門』、『Café 閑居』、

『玉翠堂』、『はす蔵』などか次々に開業して、足袋蔵再生の機運が

盛り上がりました。 

平成時代の足袋蔵エピソード③継承され発展する足袋蔵のまち 

寸暇を惜しんで働く女工さんの間で、手軽に食べられるおやつとしてお好み焼きに似た「フライ」、おからのコロッケと

も言える「ゼリーフライ」が流行し、地域の食文化として定着しました。 

また、販売先への手土産として奈良漬が好まれ、行田の名物となり

ました。 

平成時代の足袋蔵エピソード④こんな、かわいい蔵も、平成の蔵めぐりあるきで発見し

ました。2012 年から参加いただいている「秋山蔵」商標:かねまつ足袋。小さくてかわいらし

い蔵です。 

 

 

平成時代 http://hifu-koworks.com/gyoda.tabinet.ver12/contents/013.pdf 

足袋蔵 http://hifu-koworks.com/gyoda.tabinet.ver12/contents/108.pdf 

足袋蔵・再生 http://hifu-koworks.com/gyoda.tabinet.ver12/contents/109.pdf 

足袋蔵サイン http://hifu-koworks.com/gyoda.tabinet.ver12/contents/007.pdf 

イベント  http://hifu-koworks.com/gyoda.tabinet.ver12/contents/006.pdf 

⑥平成の足袋蔵 
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